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第
三
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
が

七
月
二
十
五
日
に
開
か
れ
、
次
の

案
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▽
笠
松
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推

せ
ん
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
委
員
に
選
任
す
る
五

名
を
推
せ
ん

▽
契
約
の
締
結

・
北
及
汚
水
幹
線（
二
工
区
）管
渠

埋
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

契
約
金
額

二
億
七
千
二
百
七
十
九
万
円

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社

市
川
工
務
店

・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
売
買
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

一
千
二
百
三
十
六
万
九
千
円

契
約
の
相
手
方

中
部
事
務
機

株
式
会
社

▽
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

県
補
助
の
交
付
決
定
に
伴
い
、

町
の
情
報
化
の
進
展
の
た
め
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
費
四
百

万
円
お
よ
び
I
T
推
進
指
導
者
設

置
事
業
費
二
百
四
十
万
円
総
額

六
百
四
十
万
円
を
増
額
補
正
す
る

も
の
。

町
心
身
障
害
者

小
規
模
授
産
所
で

は
、
六
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
入
所

者
と
そ
の
親
が
参

加
し
て
の
親
子
ふ

れ
あ
い
陶
芸
実
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
成
形
作
業
の
難
し
さ
に

皆
さ
ん
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、

親
子
で
協
力
し
て
、
粘
土
の
か
た

ま
り
で
思
い
思
い
の
カ
ッ
プ
や
花

瓶
な
ど
を
造
り
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
週
間
程
の
自
然
乾

燥→

素
焼
き→

絵
付

→

釉
薬
付→

本
焼
き

の
工
程
を
経
て
作
品

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、

十
一
月
二
日
か
ら
開

催
さ
れ
る
町
美
術
展

に
出
展
さ
れ
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
是
非
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

第
三
回

笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
会

キ
ャ
ン
プ
生
活
を
通
し
て
交
流

日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会

町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
女
性
部
会
が

八
月
八
日
・
九
日
の

両
日
、
寝
た
き
り
会

員
（
二
十
五
人
）の

介
護
を
さ
れ
て
い
る

家
族
の
か
た
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
老
人
ク

ラ
ブ
女
性
部
代
表

を
通
じ
て
、
日
ご
ろ

の
労
を
ね
ぎ
ら
い

お
見
舞
品
を
届
け

ま
し
た
。

寝たきり老人介護者を激励
町老連女性部会

すてきな作品が完成
親子ふれあい陶芸実習

日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会
が
八

月
三
日
か
ら
八
日
ま
で
大
阪
市
舞

州
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
羽
島
第
一
団
の
隊
長
保
母

寿
基
さ
ん
、
木
股
孝
樹
く
ん（
笠

松
中
三
年
）、
岩
越
信
宏
く
ん

（
笠
松
中
二
年
）、
森
将
太
く
ん

（
笠
松
中
一
年
）が
岐
阜
県
派
遣
隊

の
一
員
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
四
年
に
一
度
開

催
さ
れ
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
祭

典
で
、
今
回
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
と
し
て
も
開
催

さ
れ
、
近
隣
諸
国
か
ら
の
参
加
者

を
含
め
、
二
万
人
が
参
加
し
ま
し

た
。開

催
期
間
中
は
、
キ
ャ
ン
プ
生

活
を
共
に
し
、
国
際
理
解
、
国
際

貢
献
、
国
際
協
力
な
ど
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。


